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﹁
文
教
の
府
﹂
と
い
う
地
域
特
性

　文
京
区
は
現
在
、
区
内
に
東
京
大
学
を

始
め
19
の
大
学
・
短
大
が
あ
り
、「
文
教

の
府
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
江
戸
幕

府
の
官
学
の
府
と
も
言
う
べ
き
湯
島
聖

堂
、
昌
平
坂
学
問
所
が
あ
り
、
明
治
時

代
に
は
区
内
の
大
名
屋
敷
等
が
、
大
学
な

ど
教
育
機
関
に
転
用
さ
れ
る
と
と
も
に
、

出
版
・
印
刷
等
の
文
化
産
業
も
次
々
と
興

り
ま
し
た
。

　こ
う
し
た
歴
史
や
地
域
特
性
な
ど
も

あ
っ
て
、
文
京
区
は
近
代
文
学
発
祥
の
地

と
し
て
、
文
学
史
上
に
名
を
連
ね
る
文
人

た
ち
が
多
く
居
住
し
て
い
ま
し
た
。
区
は

こ
う
し
た
文
化
・
歴
史
を
き
っ
か
け
と
し

た
交
流
を
中
心
に
、
こ
れ
ま
で
10
の
自
治

体
（
岩
手
県
盛も

り

岡お
か

市し

・
茨
城
県
石い

し

岡お
か

市し

・

新
宿
区
・
新
潟
県
魚う

お

沼ぬ
ま

市し

・
山
梨
県
甲こ

う

州し
ゅ

市う
し

・
島
根
県
津つ

わ
の
ち
ょ
う

和
野
町
・
福
岡
県
北き

た
き
ゅ
う
し
ゅ
う
し

九
州
市
・

熊
本
県
・
熊く

ま
も
と本

市し

・
熊
本
県
上か

み
あ
ま
く
さ

天
草
市し

）

と
協
定
を
締
結
し
、
文
化
事
業
や
イ
ベ
ン
ト

な
ど
で
協
力
関
係
を
築
い
て
い
ま
す
。

　石
川
啄
木
の
故
郷
と
し
て
名
高
い
岩
手

県
盛
岡
市
、
島
根
県
津
和
野
町
は
森
鴎
外

生
誕
の
地
で
あ
り
、
福
岡
県
北
九
州
市
は

軍
医
と
し
て
赴
任
し
た
地
で
す
。
熊
本
県
、

熊
本
市
、
新
宿
区
は
夏
目
漱
石
や
小
泉
八

雲
の
縁
で
文
化
交
流
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

山
梨
県
甲
州
市
は
樋
口
一
葉
の
両
親
が
生
ま

れ
育
っ
た
地
で
す
。

啄
木
ゆ
か
り
の
文
化
交
流

　盛
岡
市
は
石
川
啄
木
生
誕
の
地
、
文
京

区
は
終
焉
の
地
と
い
う
間
柄
で
す
。
没
後

１
０
０
年
を
迎
え
た
２
０
１
２
（
平
成

文人からつながる多角的な連携構築

　文
京
区
は
、森
鷗
外
、夏
目
漱
石
、樋
口
一
葉
、石
川
啄
木
な
ど
の
文
人
が
住
ま
い
、

多
く
の
名
作
を
世
に
送
り
出
し
た
地
で
す
。
区
は
こ
れ
ら
の
文
人
を
つ
な
が
り
の

契
機
と
し
、こ
れ
ま
で
様
々
な
自
治
体
と
協
定
を
締
結
し
、交
流
を
行
っ
て
い
ま
す
。

２
０
１
６
︵
平
成
28
︶
年
の
熊
本
地
震
で
は
こ
う
し
た
交
流
関
係
に
よ
り
、
被
災

地
へ
の
迅
速
な
支
援
に
も
つ
な
が
り
ま
し
た
。

  

災
害
発
生
時
の
柔
軟
な
対
応
に
も
期
待

旧肥後熊本藩細川家下屋敷の庭園の

跡地をそのまま公園にした「肥後細川庭

園」の披露式典＝２０１７年３月

24
）
年
に
は
、「『
石
川
啄
木
ゆ
か
り
の
地
』

地
域
文
化
交
流
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結

し
、
両
区
市
の
さ
ら
な
る
文
化
交
流
の
活

性
化
と
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
強
化
を

図
っ
て
い
ま
す
。

　今
な
お
親
し
ま
れ
る
啄
木
の
不
朽
の
名

作
や
人
物
像
に
触
れ
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
講
座
「
啄
木
学
級

　文
の
京
講
座
」
は
、

２
０
０
７
（
平
成
19
）
年
度
か
ら
両
自
治
体

の
共
催
に
よ
り
毎
年
、
文
京
シ
ビ
ッ
ク
ホ
ー

ル
小
ホ
ー
ル
で
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
年

は
、
歌
人
で
山
梨
県
立
文
学
館
館
長
の
三

枝
昻
之
氏
に
よ
る「
現
代
に
生
き
る
啄
木
」

と
題
し
た
講
演
や
、
盛
岡
市
の
石
川
啄
木

記
念
館
館
長
の
森
義
真
氏
と
の
「
啄
木
再

発
見
！
」と
題
し
た
対
談
を
行
い
ま
し
た
。

例
年
、
会
場
が
満
席
に
な
る
な
ど
好
評
を

得
て
い
ま
す
。

　２
０
１
５
（
平
成
27
）
年
３
月
に
、
区

内
の
啄
木
終
焉
の
地
隣
接
地
に
「
石
川
啄

木
終
焉
の
地
歌
碑
」
と
「
石
川
啄
木
顕
彰

室
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

　歌
碑
に
は
１
９
１
２
（
明
治
45
）
年
４

月
、
文
京
区
小
石
川
（
旧
小
石
川
区
久
堅

町
）
で
わ
ず
か
26
歳
の
若
さ
で
亡
く
な
っ

た
啄
木
の
、
最
後
の
歌
と
さ
れ
る
第
二
詩

集
『
悲
し
き
玩
具
』
冒
頭
の
２
首
を
陶
板

に
し
て
記
し
て
い
ま
す
。
碑
材
に
は
生
誕

の
地
盛
岡
市
玉
山
区
渋
民
に
建
て
ら
れ
た

第
一
号
歌
碑
と
同
じ
、
啄
木
が
愛
し
た
姫

神
山
で
採
掘
さ
れ
た
「
姫
神
小
桜
石
」
を

使
用
し
て
い
ま
す
。

　顕
彰
室
で
は
、
文
京
区
と
の
関
わ
り
を

中
心
に
写
真
や
パ
ネ
ル
、
年
表
等
で
啄
木

の
足
跡
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
歌

碑
に
使
用
し
た
直
筆
原
稿
や
こ
の
地
か
ら

送
っ
た
手
紙
も
展
示
し
て
い
ま
す
。

鷗
外
で
つ
な
が
る
自
治
体

　森
鴎
外
生
誕
の
地
で
あ
る
津
和
野
町

は
、文
京
区
内
に
東
京
事
務
所
を
開
設
し
、

両
区
市
と
も
森
鴎
外
記
念
館
を
開
館
し
て

い
ま
す
。

　ま
た
区
で
は
毎
年
、
津
和
野
町
を
含
む

高
津
川
流
域
都
市
交
流
協
議
会（
益
田
市
・

吉
賀
町
・
津
和
野
町
）
と
の
共
催
で
、
島

根
県
西
部
に
伝
わ
る
伝
統
芸
能
「
石
見
神

楽
」
公
演
を
開
催
し
、
多
く
の
区
民
が
楽

し
ん
で
い
ま
す
。

　「
石
見
神
楽
」
の
上
演
に
よ
り
文
化
交

流
の
活
性
化
の
契
機
と
す
る
と
と
も
に
、

県
域
の
特
産
品
の
物
販
な
ど
観
光
Ｐ
Ｒ

を
通
し
、
お
互
い
の
交
流
を
深
め
て
い

ま
す
。

石川啄木の足跡を紹介する 「石川啄木顕彰室」

　これまで文京区は、森鷗外や石川啄木、夏目漱
石など、文化・歴史のつながりがきっかけとなる
協定締結や事業協力に重点を置いてきました。
　区では信頼関係や絆をさらに強化し、交流・連
携の契機とするため、平成28年3月に特別区全国
連携プロジェクトの一環として、「国内交流フェ
スタ in Bunkyo」を開催しました。このイベントで
は、協定を締結している自治体や事業交流のある
自治体を招き、特産品の販売など、参加自治体に
よる各種ＰＲが行われました。
　出展参加した自治体は13自治体にのぼり、協定
等を締結する６自治体のほか、東日本大震災に伴
う被災自治体への職員派遣を行っている宮城県
石
いしのまきし

巻市、その他友好交流及び事業協力関係にある
６自治体（福島県中

なかじまむら

島村・福島県南
みなみあいづまち

会津町・群馬
県下

しも

仁
に

田
た

町
まち

・千葉県八
やちまた

街市
し

・石川県金
かなざわ

沢市
し

・石川
県能

のとちょう

登町）が参加しました。
　区はこの取り組みをさらに継続していくため、
今年度も特別区全国連携プロジェクトの一環とし
て、また区制70周年記念事業として、およそ21自
治体の参加を得て「国内交流フェスタ2017」を開
催する予定です。

２０１６（平成２８）年に行われた「国内交流フェスタ in Bunkyo」
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ど
観
光
Ｐ
Ｒ

を
通
し
、
お
互
い
の
交
流
を
深
め
て
い

ま
す
。

石川啄木の足跡を紹介する 「石川啄木顕彰室」

　これまで文京区は、森鷗外や石川啄木、夏目漱
石など、文化・歴史のつながりがきっかけとなる
協定締結や事業協力に重点を置いてきました。
　区では信頼関係や絆をさらに強化し、交流・連
携の契機とするため、平成28年3月に特別区全国
連携プロジェクトの一環として、「国内交流フェ
スタ in Bunkyo」を開催しました。このイベントで
は、協定を締結している自治体や事業交流のある
自治体を招き、特産品の販売など、参加自治体に
よる各種ＰＲが行われました。
　出展参加した自治体は13自治体にのぼり、協定
等を締結する６自治体のほか、東日本大震災に伴
う被災自治体への職員派遣を行っている宮城県
石
いしのまきし

巻市、その他友好交流及び事業協力関係にある
６自治体（福島県中

なかじまむら

島村・福島県南
みなみあいづまち

会津町・群馬
県下

しも

仁
に

田
た

町
まち

・千葉県八
やちまた

街市
し

・石川県金
かなざわ

沢市
し

・石川
県能

のとちょう

登町）が参加しました。
　区はこの取り組みをさらに継続していくため、
今年度も特別区全国連携プロジェクトの一環とし
て、また区制70周年記念事業として、およそ21自
治体の参加を得て「国内交流フェスタ2017」を開
催する予定です。

２０１６（平成２８）年に行われた「国内交流フェスタ in Bunkyo」
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　文
京
区
民
に
と
っ
て
は
、
地
元
と
ゆ
か

り
の
深
い
文
人
を
通
じ
た
自
治
体
と
の
交

流
が
知
的
好
奇
心
を
満
た
し
、「
文
教
の

府
」
に
ふ
さ
わ
し
い
文
化
的
生
活
を
充
足

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
一
方
、
交

流
自
治
体
に
と
っ
て
も
、
東
京
と
の
つ

な
が
り
に
よ
っ
て
地
元
の
文
化
や
伝
統

を
発
信
す
る
機
会
を
得
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

平
時
の
交
流
が
災
害
対
応
に

つ
な
が
る

　文
京
区
目
白
台
に
あ
る
「
肥
後
細
川
庭

園
」
は
、
旧
肥
後
熊
本
藩
細
川
家
下
屋
敷

の
庭
園
の
跡
地
を
そ
の
ま
ま
公
園
に
し
た

池
泉
回
遊
式
庭
園
で
す
。
区
で
は
、
こ
れ

ま
で
「
新
江
戸
川
公
園
」
と
し
て
き
た
名

称
を
、
庭
園
の
成
り
立
ち
を
尊
重
し
た

名
称
と
す
る
た
め
公
募
の
う
え
、
今
年

３
月
に
「
肥
後
細
川
庭
園
」
と
変
更
し

ま
し
た
。

　神
田
川
沿
い
の
約
１
万
９
千
平
方
㍍
も

の
日
本
庭
園
内
に
あ
る
、
細
川
家
の
学
問

所
や
住
ま
い
で
あ
っ
た
「
松

し
ょ
う
せ
い
か
く

聲
閣
」
を
集

会
所
・
休
憩
所
と
し
て
再
整
備
し
、
旧
肥

後
熊
本
藩
が
幕
府
に
献
上
し
て
い
た
お
菓

子
を
再
現
し
た
「
加か

せ

い

た

勢
以
多
」
を
抹
茶
と

合
わ
せ
て
提
供
し
て
い
ま
す
。

　ま
た
、こ
う
し
た
平
時
の
文
化
交
流
は
、

２
０
１
６
（
平
成
28
）
年
の
熊
本
地
震
で

の
災
害
支
援
へ
と
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　地
震
発
災
直
後
に
、
熊
本
市
の
大
西
一

史
市
長
か
ら
直
接
支
援
の
要
請
が
あ
り
、

迅
速
な
支
援
物
資
輸
送
や
、
長
期
間
の
職

員
派
遣
を
行
い
ま
し
た
。

　「
平
時
の
交
流
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、

熊
本
地
震
で
迅
速
な
対
応
が
で
き
た
」
も

の
と
い
え
ま
す
。

二
者
間
の
協
力
を
三
者
、

四
者
に

　さ
ら
に
熊
本
地
震
の
際
、
被
災
地
に
近

い
津
和
野
町
を
通
じ
て
飲
料
水
の
支
援
を

行
い
ま
し
た
。
区
で
は
、
こ
れ
ま
で
二
者

間
で
行
っ
て
き
た
協
力
関
係
を
三
者
、
四

者
と
広
域
に
広
げ
て
い
く
こ
と
で
、
災
害

時
の
柔
軟
な
連
携
な
ど
に
も
応
用
し
て
い

け
る
よ
う
な
関
係
性
の
構
築
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

　文
人
の
ゆ
か
り
で
文
京
区
と
つ
な
が
っ

た
交
流
自
治
体
が
他
の
自
治
体
と
も
関
係

を
構
築
し
、
複
数
の
自
治
体
同
士
で
多
角

的
に
支
え
合
う
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す

る
こ
と
で
、
い
ざ
と
い
う
時
の
頼
も
し
い

支
援
体
制
が
期
待
で
き
る
も
の
と
考
え
ま

す
。

地
震
発
災
２
日
後
の
４
月
18
日
に
は

熊
本
に
向
け
て
支
援
物
資
を
運
ん
だ

「湯
島
」
つ
な
が
り
で
上
天
草
市
と

相
互
協
力
協
定
を
結
ぶ

文京区内で開催される伝統芸能 「石見神楽」

　今年２月に相互協力に関する協定を結んだ熊本
県上天草市とは、両都市に同じ「湯島」という地名
があることから、住民同士の交流が始まりました。
これまでに湯島天満宮で行われる文京梅まつりへ
の参加など、住民間の交流を行ってきましたが、
今回の協定は、特別区全国連携プロジェクトの取
り組みを踏まえ、次段階である自治体間の交流へ
と関係を拡大するためのものとなります。
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